
昔の長ノ木本坊の写真が見つかりました。（『呉
の枝折』1904（明治37）年発行・所収）当時は経
蔵や山門・寺の壁もなく、本堂の屋根が寄棟造り
です。この写真で、半解体調査の結果（以前は現
在の入母屋造りではなく寄棟造りであったこと・
寺報９４号参照）が事実であったことが証明され
ました。




